
セッション２

災害対応力を強化する

女性の視点



本セッションの目標と学習内容

目標

学習内容

• 災害の各段階の主要な活動について、男女共同参画の
視点を組み込んだ取組ポイントを理解する

• ガイドラインを、平常時・災害時にうまく活用できるように
なる

• セッション１の振り返り

• ＜初動段階＞ に起こる主な課題と対応ポイント

• ＜避難生活段階＞ に起こる主な課題と対応ポイント

• ＜復旧・復興段階＞ に起こる主な課題と対応ポイント

• ここから始める 「平常時の取組」
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学習の進め方

本セッションでは、

「災害対応力を強化する女性の視点■
～男女共同参画の視点からの防災・復興
ガイドライン～」 をサブテキストとして
参照します

ガイドラインの第２部の主要な活動に焦点をあて、
女性の視点を組み込んだ取組について学びます

スライドの右肩の のマークは、ガイドライン

の該当ページです。 もっと詳しく知りたいと思っ

たら、是非参照してください

＜構成＞
第１部 基本的な考え方
第２部 段階ごとに取り組む

べき事項
第３部 便利帳

3
内閣府男女共同参画局「災害対応力を強化する女性の視点～男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン～（令和2年5月）」
https://www.gender.go.jp/policy/saigai/fukkou/guideline.html

https://www.gender.go.jp/policy/saigai/fukkou/guideline.html


ガイド
P.29
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取り組むべき主体
（市町村には特別区を含む）

取り組むべきポイントを簡潔に
示す

解説や事例を簡潔に紹介

ガイドライン第2部の参照ポイント

段階
（平常時の備え／初動段階／避難生活／復旧・復興）



セッション１ 「防災になぜ男女共同参画の視点が必要なのか」

振り返り

女性リーダーを
育成する

男性への理解促進
を図る

意思決定／現場に
女性が
参画する

男女共同参画部局・
男女共同参画センターと

連携する

＜取組の進め方＞

災害時／平常時

災害時／平常時

平常時

あらゆる防災施策に男女共同参画の視点を入れる
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どうする？ 災害時の対応

災害の各段階に沿って、

あなた自身のこととして

どのように対応するとよいのかを

考えながら学びましょう
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＜初動段階＞

災害対策本部における体制の確保
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あなたは、ある市の 「防災課長」 です。

３か月前に着任しました。

いざ、災害が起きたら、

被災者の立場に立った対応を行いたい。

繰り返し起こる問題を防ぐためには

男女共同参画の視点を組み込んだ対応が不可欠！

と考えています。
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PM ０１：０５

マグニチュード７．３ 大規模地震発生
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Q 組織が一丸となって災害対応にあたる中、
あなたはいくつかの課題に気づきました
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地域防災計画には、
男女共同参画や
女性被災者への
配慮について
書かれていない

！

男女共同参画や
女性の問題について
相談しようとしても、
男女共同参画担当は
市民対応をしている

！
TVや新聞では

女性の被災者の問題が
報道されているが、

本部には
そのような情報は
上がってこない

！



Q
被災者への支援を強化するために、本部の
下部組織として避難所支援チームを立ち上げ
ましたが、またいくつかの課題に気づきました
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あなたはどう対応しますか？

編成した
避難所支援チーム

の中に
女性職員が少ない

！

男女共同参画
センターと

連携できていない

！避難所に
派遣されてくる
避難所運営職員の
ほとんどが男性

！

一旦、動画を停止し、ワークに取り組みましょう



１５ 「災害対策本部」 の取組ポイント
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□ 災害対策本部の構成員に、女性職員を配置する。

□ 男女共同参画担当部局を所管する構成員は、ガイド
ラインに盛り込まれている事項への対応について、
本部に情報提供・問題提起する。

□ 避難所運営チームなどの災害対策本部の下部組織
には、必ず、男女共同参画担当部局や男女共同参画
センターの職員を配置する。

ガイド
P. 29



[効果]

早期から女性の視点に立った
取組を行うことで、避難所の
環境改善につながった

岡山県倉敷市 災害対策本部の体制・女性職員の参画

⚫発災は、平成30年７月７日未明

⚫翌日８日の初動段階から、男女共同参画課
の職員が市災害対策本部に常駐

⚫災害対策本部に集約される被災状況や
避難所の情報を常駐している職員が
課に持ち帰り対策にあたった。

⚫男女共同参画課では、課の判断で、混乱
していた避難所に入り、男女共同参画の
視点を活かした被災者支援を行った

初動段階から、市災害対策本部に男女共同参画課の職員が常駐

避難所運営チームを作り男女共同参画の視点から支援

＜平成30年7月豪雨＞
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好事例

防災危機管理室と男女共同参画課が一緒に行った

「避難所運営マニュアル」作りなどが発端！
経緯

[男女共同参画課の主な活動]

• 避難所におけるニーズの聞き取り
• 性犯罪防止及び相談窓口周知
• 物資の調達と配布
• セクシュアル・マイノリティの方々
への配慮

ガイド
P. 29



＜避難生活段階＞

避難所の運営
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あなたは、避難所に派遣されることになりました。

上司からは

「避難所には様々な人達がやってくる。

一人ひとりの要望に配慮して対応せよ」

との指示がありました。
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1週間

避難生活の長期化が見込まれます
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Q 住民が主体となった運営が始められたが、
避難者はずいぶんと我慢しているよう…

17

仮設トイレが男女別になっていない。
体育館（居室）からトイレは離れていて、

照明もなく夜は真っ暗。
和式トイレばかりで、

子供や高齢者には使いづらい…

！

物資担当者が男性なので、
下着や生理用品などが
受け取りづらい…

！

男女別の更衣室も
授乳室もない。
安心して

着替えも授乳も
できない…

！

プライバシーを守れる
間仕切りがない。

夜、安心して眠れない

！

避難所運営組織の
役員は男性ばかりで、
要望が伝えづらい…

！



Q 男女共同参画センターから、これまでの災害では
避難所で女性や子どもへの暴力が多数発生
しているとの情報が入りました
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あなたはどう対応しますか？

夜になると男の人が、毛布の中に
入ってくる。それを相談した周りの
女性は「若いから仕方ないね」と
見て見ぬふり。助けてくれない。

（20代女性）

！

授乳しているのを男性にじっと
見られる。 （30代女性）

！

避難所で（成人男性から）キスして
と言われた。トイレまでついてくる。
着替えをのぞかれる。

（6～12 才女子）

！

震災前からＤＶ被害にあっていた
女性が、震災のときに夫とは違う
避難所に逃げた。しかし、夫が探し
に来て、見つかってしまった。

！

一旦、動画を停止し、ワークに取り組みましょう



19 「避難所の開設・運営」 の取組ポイント
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□ 管理責任者に、女性と男性の両方を配置する。

□ 避難者の自治的な運営組織に、女性の参画を促す。

□ 「避難所チェックシート」を活用し、巡回指導を行う。

□ 避難所の生活ルール作りを行う際には女性の意見
を反映する。

□ リーダー、食事作りや片付けなど、特定の活動が
特定の性別に偏るなど、役割を固定化しないよう
配慮する。

□ 避難者名簿に個人情報の開示・非開示についての
本人確認の欄を設け、個人情報の管理を徹底する。

ガイド
P.34



２０ 「避難所の環境整備」の取組ポイント
ガイド
P.35
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□ プライバシーの十分に確保された間仕切りにより、
世帯ごとのエリアを設ける。

□ トイレ・物干し場・更衣室・休養スペース・入浴設備は、
男女別に設ける。 授乳室を設ける。 昼夜問わず
安全に安心して利用できるよう配慮する。

□ 女性用品の配布場所を設ける。

□ 女性用トイレの数は、男性用よりも多くする。多目的
トイレも設置する。

□ 運営体制への女性の参画を進める。



２６ 「避難所の生活環境の改善」の
取組ポイント

ガイド
P.４３
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□ 避難所チェックシートを活用し、女性と男性のニーズ
の違いにきめ細かく対応できているか、継続的に、
確認する。

□ 女性職員や女性の応援職員、男女共同参画担当
部局や男女共同参画センターによる巡回指導を
行う。

□ 男女共同参画担当部局や男女共同参画センターは、
女性団体等と連携を図りながら、様々な女性の不安
や悩みの相談対応を行う。
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第3部の「便利帳」には、平常時・災害時に活用できる情報が掲載されています

ガイドライン 「避難所チェックシート」 の活用

「避難所チェックシート」を
使って、運営管理や避難者へ
のヒアリングを実施し、生活
改善を促進しましょう！

ガイド
第3部



１８ 「女性に対する暴力の防止・安全確保」
の取組ポイント

23

□ 性暴力・DV防止に関するポスター等を掲示する。

□ トイレ・更衣室・入浴設備を適切な場所に設置し、
照明や防犯ブザーで安全を確保する。

□ 避難所の巡回警備は男女ペアで行う。

□ 女性用トイレや女性用更衣室には女性が巡回する。

□ 女性相談員や女性専用相談窓口を設置する。

ガイド
P. ３２



「非常時は皆大変だから、これぐらいは
我慢しなくては・・・」と思いがち。避難者が
個人の悩みや要望があげづらい状況を
改善することで、避難所の運営や環境に
ついて見直しを行うことができた

福岡県朝倉市 女性の視点からの避難所運営

「避難所運営チェックリスト」を用いて避難所を巡視・改善

声の上げにくい人のニーズを拾いあげるために、避難所の
トイレに意見箱を設置

＜平成29年九州北部豪雨＞
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好事例

意見箱「みんなの声」

女性更衣室はある
のに、男性はトイレ
で着替えている

生理中で
お風呂に
入れない

消灯時間が
遅すぎる

⚫ガイドラインの 「避難所チェック

リスト」を活用して、各避難所を巡視

⚫県内外の男女共同参画センターから

の助言・支援・情報を受け、避難所の

トイレ等に意見箱「みんなの声」を設置

⚫週2回の頻度で回収にまわって、意見

をまとめて、避難所に改善依頼

日頃から交流のある福岡県男女共同
参画センターをはじめ、全国の男女
共同参画センター等から、助言や情報
が多数寄せられ、支援活動に生かした

コツ

[効果]

ガイド
P. ３４



熊本市男女共同参画センターはあもにい

全国の男女共同参画センターからの情報をもとに、
地震発生直後から避難所キャラバンを開始

＜平成２８年熊本地震＞
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好事例

性暴力・DV防止の
啓発活動

更衣室の「使用中」
の表示を依頼

チェックシートを使って
避難所でのヒアリング・確認

生理用品の配布方法
の提案

発災後すぐに全国女性会館協議会
の「相互支援システム」を利用して、
全国の男女センターとつながった

コツ

[効果]

更衣室や授乳スペースなどプライ

バシーに配慮した環境改善が進んだ。
女性用品の配布方法も見直された。

[避難所キャラバンの活動]

• 避難所チェックシートを使った
避難所環境の改善活動

• 性暴力・DV防止啓発活動

など

ガイド
P. 43



＜復旧・復興段階＞

生活再建のための生業や就労回復
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あなたは、復興対策本部の担当者です。

被災した住民たちは、

失ってしまった 住宅、仕事・収入、

心身の健康、つながり、そしてまちを

取り戻していかなければならない。

行政として、誰一人取り残されないよう

関わっていく必要がある。
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発災後２か月

罹災証明書の交付が開始され
被災者の生活再建支援や
応急仮設住宅の建設・入居が

進められている
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Q
女性は非正規雇用で働く場合が多く、解雇の
対象となりやすい
しかも一度離職すると、育児・介護と仕事と
の両立が一段と難しくなる・・・

29

あなたはどう対応しますか？

パートをしていたが、震災で経営
が悪化して、辞めさせられた

！
子供の預け場所がない。
女性が働くためには子供の預け
場所の確保が必要

！

母子家庭で、事務職の仕事をして
いた。震災後は事務職の仕事が
なくなった。平日で夕方までの
仕事は見つからない

！
がれき処理などの肉体労働の
求人はたくさんあるが、
中年で、体が弱く、技術もない
私にできる仕事はみつかりにくい

！

一旦、動画を停止し、ワークに取り組みましょう



復旧・復興時

□ 女性の雇用を通じて被災後の人口減少を抑制し、復興
の促進やコミュニティ維持を図る。

□ 子供や介護を必要とする高齢者の預け先の早期確保、
仕事と家庭を両立しやすい職場環境の整備、所得保障、
雇用継続の取組を行う。

□ 雇用創出、職業紹介、職業訓練等を実施する際は、
女性が利用しやすいような工夫を行う。

□ 雇用統計を分析し、活用する。

□ 生活再建の支援制度について、適切に情報発信する。
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3４ 「生活再建のための生業や就労の回復」
の取組ポイント

ガイド
P. ５２



[効果]

女性のやる気やスキルを
活かすため、就業や起業
を支援する枠組みを作る
ことで、若い世代の人口
流出防止や、地域の活性
化につながった

NPO法人石巻復興支援ﾈｯﾄﾜｰｸやっぺす
生活再建のための生業や就労の回復

女性の力を復興まちづくりに活かすことを
目指して、女性への就労支援・起業支援

31

好事例

＜東日本大震災＞

⚫ 石巻市の母親を中心に女性への就労等を支援
◆ 女性の自立に向けて、「就労相談」「託児付き就労応援講座」
「会社説明会」を実施

◆ 小さな子供がいるなど外で働けないお母さんたちに、企業
と協働して、在宅でできる「おうちしごと」を提供

◆ 各種専門家による「創業に関する相談窓口」を毎月開設

◆ 企業の協力を得て、低家賃の「インキュベーションオフィス」
の提供や「経営アドバイス」、「チャレンジショップ」等の
創業支援

⚫ 被災しストレスを抱える女性に対して自己回復力を向上
させるスペシャリストを養成する「人材育成講座」の開催

⚫ 女性活躍支援プログラム「GIFT」
◆ 出産から子育てにより離職した女性の仕事再開を目指す

職業体験事業

ガイド
P.５１
P.５２



平常時からやっていないことは

災害時にはできません

平常時の備えに男女共同参画の視点を

取り入れることが不可欠です
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まず、ここから始める

平常時の備え

【必要な取組】
⚫ 意思決定／現場への女性の参画
⚫ 男女共同参画部局・男女共同参画センターとの連携
⚫ 女性リーダーの育成と男性の理解促進



1 職員の体制と研修

34

⚫ 平常時・災害時に、女性の視点に立った対策が実施できる組織へ
の体制を強化する。

ねらい

取組

まず始めたい
平常時の取組

□防災・危機管理担当部局の職員の男女比率
を庁内全体の職員の男女比に近づける。

女性の視点から適切
な支援をし、女性の
困難やニーズに的確
に応える。

□庁内職員に対して、ガイドラインを踏まえた
防災研修・訓練等を実施する。

□防災研修・訓練は、防災・危機管理担当部局と
男女共同参画部局・男女共同参画センターと
が連携して実施する。

災害対応に携わる全
ての職員が、女性の
視点からの災害対応
の知識を活かし 、
質の高い被災者支援
が提供できる。

平常時 災害時

参画

育成
理解

ガイド
P. １１



2 地方防災会議
3 地域防災計画の作成・修正

35

⚫ 平常時から女性の参画を拡大し、男女共同参画の視点からの
防災対策を計画化して、平常時・災害時に実施できる組織にする。

ねらい

取組

• 庁内の女性管理職に加え、市内の大学の学識経験者、医療分野、ライフライン関係
事業所、女性消防分団、災害ボランティア団体等に防災委員への就任を要請
（三重県鈴鹿市）

コツ

まず始めたい
平常時の取組

平常時 災害時

□地域防災計画に男女共同参画部局や男女共同
参画センターの役割を位置づける。

地域防災計画に女性
の視点に立った対策
が取り入れられ 、
男性が見落としがち
なニーズに対応でき
る。

□地方防災会議の女性委員の割合を３割以上
とすることを目指す。

□女性委員がゼロの場合は、早期に女性委員を
登用する。

□大学教員、医療・福祉関係の専門家（保健師、
助産師、看護師、保育士、介護士等）、民生委員
等の女性を委員に登用する。

初動段階から、
女性の視点に立った
情報提供、問題提起
ができる。

参画

参画

連携

ガイド
P.１2
P.1４



地域防災計画の記載例
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【地震・津波災害対策編】 第 1 章 自助・共助／第 9 節 広聴相談を利用する

【共通編】 第 1 部 総則 第 1 章 計画の考え方 第 3 節 基本理念及び基本方針

仙台市 地域防災計画 「基本方針」

仙台市 地域防災計画 「男女共同参画センターの役割」



6 物資の備蓄・調達・配布

37

発災時に困らないよう、被災者のニーズの違いに配慮した物資を
供給する仕組みを作る。

ねらい

取組

まず始めたい
平常時の取組

□ガイドラインの「備蓄チェックシート」を活用
し、女性職員の参画を得ながら、女性と男性
のニーズの違い等を踏まえて品目を選定し、
必要かつ十分な物資を備蓄する。

□輸送・流通等の関係団体や企業と必要な協定
を締結する。

□女性用品や乳幼児用品、衛生用品等について
住民の備蓄を促す。

男性だけでは見落と
しがちなニーズに
対応した物資を、
必要量、提供できる。

平常時 災害時

参画

連携

ガイド
P.１7



７ 自主防災組織

38

地域の女性が主体的に役割を担い、積極的に活動できるよう支援
することで、「共助力」を高める。

ねらい

取組

• 女性消防団、婦人防火クラブ、婦人会、PTAなどに参画の声掛け
• 会長などの要職に原則男女1名ずつ就任。会議の開催時間等も配慮
• 育成した女性リーダーと自主防災組織をマッチングするなど、女性の活躍の場を提供

コツ

まず始めたい
平常時の取組

□防災・危機管理担当部局と男女共同参画
担当部局・センターが連携し、自主防災組に
おける女性の参画を促進する。

□性別による役割の固定や偏りがないよう、
自主防災組織内の活動分担に配慮する。

□自主防災組織のリーダー研修会等で、男女
共同参画の理解を促進する。

□女性リーダーの育成を推進し、リーダー同士
の連携や情報共有を図る。

初動対応、避難生活、
復旧・復興の各段階
で、女性が地域を
支える担い手となり、
災害からの影響が
軽減される。

平常時 災害時

参画

育成
理解

連携

ガイド
P.１８



ガイドライン 「平常時の備え」
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第2部「平常時の備え」には、平常時に取り組むべき
各種事項と、取組ポイントや事例が掲載されています！

＜平常時の備え＞

１ 職員の体制と研修
２ 地方防災会議
３ 地域防災計画の作成・修正
４ 避難所運営マニュアルの作成・改定
５ 応援・受援体制
６ 物資の備蓄・調達・配布
７ 自主防災組織
８ 災害に強いまちづくりへの女性の参画
９ 様々な場面で災害に対応する女性の発掘
10 女性団体を始めとする市民団体等との連携
11 防災知識の普及、訓練
12 マイ・タイムラインの活用促進
13 男女別データの収集・分析

ガイド
P.１０～
P.26



＜まず始めたい 「平常時の取組」 チェックリスト＞

⃞ 防災・危機管理担当部局には、女性職員が十分いますか？

⃞ 庁内職員に対して、ガイドラインを踏まえた防災研修・勉強会等を実施して

いますか？

⃞ 防災研修・訓練は、防災・危機管理担当部局と男女共同参画部局・男女共同

参画センターとが連携して実施していますか？

⃞ 地方防災会議の女性委員の割合は３割以上を達成してますか？

⃞ 地域防災計画に、男女共同参画担当部局やセンターの役割を位置づけて

いますか?

⃞ 備蓄物資の準備に「備蓄チェックシート」を活用していますか？女性職員は

参加していますか？

⃞ 物資を供給するために協定締結や住民備蓄に取り組んでいますか？

⃞ 自主防災組織における女性の参画を進めていますか？

⃞ 自治会長などの地域の有力者や各組織の長である男性に対して、女性の

視点に立った防災について理解の促進を図っていますか？

⃞ 女性消防団、婦人防火クラブ等の地域に根ざした組織や団体の長となる

女性リーダーの育成を行っていますか？

⃞ 女性リーダー同士の連携や情報共有の場を提供していますか？
40



まとめ

⚫ 防災・復興に関する意思決定や、防災の現場に
女性が参画する

⚫ 男女共同参画担当部局・男女共同参画センターと
連携する

⚫ 女性の防災リーダーの育成と男性への理解促進
を図る

41

平常時・災害時に
あらゆる防災施策に男女共同参画の視点を入れる

被害全体が縮小する、災害に強い社会が作られる!


